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「 東 京 タ ブロ イド 』 シ リー ズ (富士 見 ミス テリ ー 文 庫 ) 、「 せ ん すい か ん 』 シリ ー 
ズ (HJ 文 庫 ) 。 

「 ホ ビー・ デ ー タ 」』 を 経て 、 現 在 ライ ター 集団 「Aー-TEAM」 主催 。 

広島 カー プ フ ァ ン な の で す が 、 最 近 は 横浜 ベイ スタ ー ズ に 詳し く な っ て きま し た 。 
本 気 の フ ァ ン に は 申し 訳 な い が 、 豪 快 な 負け っ ぷり が 素敵 な の で す 。 ノ ー ヒ ッ ト で 
4 点 と られ た り し て 魔法 みた い に 負 ける ん だ ぜ ! びっ くり する ほど ベイ スタ ー 
ズ ! 


伊藤 宗 一 いと うそ うい ち 


兵庫 県 在住 の イラ スト レー ター 兼 漫 画家 。 

一 般 向け か ら 成 年 向け まで 幅広 く 活 動 中 。 

好物 は 、 熱 血 ・ 筋 肉 ・ 萌 え ・ エ ロ ・ 郊 。 

一 言 > 

一 般 誌 で 何と いう 物 を 描か せる ん で すか ! 

それ は さて お き 、 秋 田 書店 様 よ り コ ミッ クス 版 「 い ちば ん うし ろ の 大 魔王 ①] 発売 
中 で す 。 よ ろ し く お 願 いし ます 。 


いち ば ん うし ろ の 大 魔王 ACT6 
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